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はじめに

都市の公園緑地は地域生態系の保全地として、また生

き物と人々がふれあえる身近な自然空間として重要であ

り、その生物相の保全に寄与する生き物情報および保全

管理技術の向上に関わる知見の収集は急務と考えられる。

そのような中、都市域の河川に造成・整備された遊水

地空間においては、河川水害対策機能とともに、遊水地

空間内の水辺・草地が連続した環境によって創出される

多様な生態的機能についても着目し、遊水地公園に生

育・生息する生物の保全管理に関わる調査報告の蓄積は

重要といえる。都市域における遊水地空間においては、

鳥類（清島，2006）や植物相（石井，2011）などの遊水

地整備手法や成立過程と関連した知見及び、植物管理と

関係した網羅的な昆虫種の種組成についてなど（根津，

2010）、その生態的研究は既出であるが、あまり多くは

ないと思われる。そこで本調査では神奈川県立境川遊水

地公園（所在地は横浜市戸塚区・泉区、藤沢市に跨る）

の法面草地に生息する直翅目を対象として、現地管理者

によって実施される植物管理状況を精査し直翅目相の生

息動態について調査を行った。本調査は、当該公園にお

いて比較的多くの直翅目が観察されやすい晩夏・秋季を

中心に行った。

１．調査地および調査方法

対象地である神奈川県境川遊水地公園は横浜市戸塚区、

泉区、藤沢市にまたがり境川に隣接している県立都市公

園である。昭和 30 年代前半から周辺地域が市街化した

ことに伴い、当時より境川で度重なる水害が発生し、そ

の後総合治水対策事業の一環として治水機能を踏まえた

遊水地整備が行われ、平成 19 年 8 月より遊水地上部空

間の一部を県立公園として開園している。本公園は俣

野・下飯田・今田遊水地の３つの遊水地から構成され、

現在の開園面積は俣野遊水地（約 5.8ha）、下飯田（約

14.0ha）である。調査したのは俣野遊水地、下飯田遊水

地の法面草地である。傾斜角約 45 度であり、傾斜方位

は西～南が大半を占めている。植物管理方法としては、

年２回（初夏・晩夏）の大規模な法面草刈りが行われて

いる。さらに本公園では在来植物種の保全及び外来植物

種の駆除を目的に選択的な草刈りが実施されており（具

体的には一定面積の刈残し等）、調査においては草刈区と

刈残し区を設け、各々について調査を実施した。調査は

10 月中旬の晴天日に行い、草刈り有無および面積の異な

る法面草地を対象に、スウィーピング法および目視確認

による直翅目の種名と個体数の把握、同時に任意に方形

区を設け、コドラード法による植物社会学的調査を行っ

た。

２．結果および考察

調査した法面草地は、合計で 19 箇所（刈り残し区 10

箇所、草刈り区 9 箇所）となった。直翅目は 5 科 19 種

が確認され、植物種はススキ・オギが優占する箇所が多

く 86 種が確認された。直翅目の出現種でみると、刈り

残し区（平均出現種数 8.3±3.2）ではﾄﾉｻﾏﾊﾞｯﾀ・ｺﾊﾞﾈｲﾅｺﾞ・

ﾂﾕﾑｼといった比較的明るい草地を好む種が多く見られ、

また草刈り区（平均出現種数 6.2±2.0）ではｵﾝﾌﾞﾊﾞｯﾀ・

ｺﾊﾞﾈｲﾅｺﾞ・ﾋﾅﾊﾞｯﾀといった明るい低茎草地を好む種が多

く確認された。さらに、ｸﾋﾞｷﾘｷﾞｽ・ﾂﾕﾑｼ・ｼｮｳﾘｮｳﾊﾞｯﾀﾓﾄﾞ

ｷ・ﾂﾁｲﾅｺﾞは刈り残し区のみで確認され、一方で草刈り区

のみで確認された種はみられなかったことから、法面草

地の植物管理の手法によって直翅目相の種組成に影響が

あることが推察された。また調査草地面積と個体数・種

数変化においては、刈り残し区で強い正の相関がみられ

た。遊水地における法面草地においては、刈り残し区を

設けることで法面草地の直翅目相の保全に寄与すること

が考えられた。
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はじめに 
 
我が国において温泉は地域振興や福祉など社会的に重

要な役割を果たしている。近年、掘削技術の進歩や新た

な需要の増加等に伴ってこれまで温泉のなかった非火山

地域での温泉開発が盛んに行われてきた。本研究で対象

とした山梨県も例外ではなく、明治28年頃には25℃以上

の温泉は9源泉(伴, 1895)が知られるのみと温泉資源に

極めて乏しい地域であったが、1961年の石和温泉湧出を

契機に増加し、現在では432ヶ所の源泉が分布している
１）

。

一方で当該地域では、温泉掘削が急増して早い段階で温

泉水や地下水の過剰な揚湯による水質変化や地盤沈下な

どが観測されており(塚本ら, 1991)、現在もなお地下水の

浸透、流動メカニズムの多くは不明であることが指摘さ

れている（山梨県, 2005）。そこで本研究では、当該地

域の非火山性温泉水を採取し分析することで、温泉水の

起源、涵養及び流動機構、泉質形成機構を考察した。 
 
１．試料採取及び分析方法 
 
試料水の採取は地下水等を含めた全60ヶ所で採水を

実施し、採水現場で泉温、電気伝導度、pHを測定した。

さらに現地では聞き取り調査を実施し掘削井戸構造図な

どのデータを得た。主要陽･陰イオンの分析にはイオンク

ロマトグラフ法、SiO2はモリブデン黄法、Feは原子吸光

光度法、HCO3-
濃度は容量法によるpH4.8アルカリ度か

ら算出した。水素･酸素･硫黄同位体組成(δD･δ18O･δ34S)
分析には安定同位体比質量分析計を使用した。 

 
２．結果および考察 
 
本研究で対象とした温泉水の泉温は14.1℃～48.8℃、

pHは6.4～10.2の範囲である。地質的な背景に基づき対

象地域を3分割すると、甲府盆地東部の花崗岩類が発達

する地域(東部と呼称)はNa-HCO3型、丹沢山塊西端から

富士山北麓にかけて(南部と呼称)はCa-SO4型、甲府盆地

から糸魚川 -静岡構造線沿いにかけて (西部と呼称 )は

Na-Cl型が主な泉質であった。 
温泉水のNa+

とCl-
濃度の関係は、大局的に見て温泉水

が海水と天水を端成分とする両者の混合に起因すること

を示唆した。ただし、高Cl-
濃度の温泉水は現在の海水に

比較して著しくMg2+
とSO42-

を欠き、Ca2+
に富む等の特

徴から、ここでの海水とは地層中に取り残された海水が

変質した化石海水であると考えられる。 
海水寄与の極めて小さかった東部の温泉水のδ18O値は、

当該温泉水の起源となった降水が温泉地の比較的近傍で

涵養されたことを示した。これらの温泉水はいずれも低

溶存成分濃度かつ高pHであり、Na+
とHCO3-

濃度が高い

正相関を示すことから、花崗岩中の斜長石の風化が

Na-HCO3型泉を形成する主因であると考えられる。 
 
おわりに 

  
今後は山梨県西部や南部の温泉水の成因や、温泉廃水

の状況を明らかにすることで温泉資源の保護や環境保全

に対する基礎的な情報を提供することを目指している。 
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補 注 
１）  

環境省自然環境局（2011.3.31 更新）平成 22 年度温泉利用状

況 ． 環 境 省 ホ ー ム ペ ー ジ ＜ http://www.env.go.jp/nature 
/onsen/data/riyou_h22.pdf＞, 2012.11.15 参照. 
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